
氏名 増本弘文

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

①

第三者に対する
名目的取締役の
責任

単

単著､
共著
の別

犯罪学の分野では、犯罪原因論及び対策論を研究課題とし、被害者学の分野では、被害者救
済や被害者にならないために等を研究課題としている。

受講者が多いので、私語の取り締まりや受講態度に関心を払いつつ、なるべく時事問題を扱
いながら、法律から見た現在の社会情勢を理解してもらうよう努めている。

奈良県定年延長促進委員会委員・同ワーキンググループ委員

企画委員会委員・学生相談室運営委員会委員・学生相談室相談員
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概　　　　　　　要

平　成　１８　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

京都大学大学院法学研究科民刑事法専攻博士課程修了

京都大学法学修士

最終学歴

現在の専門分野

犯罪学・被害者学

所属学会 日本被害者学会・日本犯罪社会学会・日本刑法学会

第三者に対する名目的取締役の
責任を負う基準

（学術論文）

著書､学術論文等の名
称

研究課題

刑事法

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称

発行又は
発表の年月


